
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2021年2月26日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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主要国株価指数の推移
（期間：2021年2月26日～2022年3月11日）

https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202203_outlook.pdf

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
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3月11日

米国：FRB（米国連邦準備制度理事会）による金融政策正常化のペースや、ウクライナ情勢の先行き
が警戒されることから、株式相場は変動率の高い状況にあると考えています。年初からの株価調整を
経て、さらなる下値余地は限定的と考えられますが、これまでの過剰流動性に支えられ割高感の強
まった銘柄については株価水準の調整や戻り売りが続くとみられることから、上値余地についても限
定的とみています。
欧州：欧州では、米国株式相場の動向に加え、地理的に近く域内経済に対する影響が大きいとみられ
るウクライナ情勢の動向を注視しつつ、当面は方向感に欠ける展開になるとみています。

（期間：2021年2月26日～2022年3月11日）

外国株式見通し 

マーケットの動き（2022年3月7日～3月11日） 米国株価指数の推移

外国株式相場は、米国、欧州とも方向感に欠ける展開

先週の米国株式市場は、前週末比で下落しました。
ロシアへの経済制裁や原油価格の高騰がインフレを加速させ、世界経済に影響を及ぼすとの懸
念が下落要因となりました。しかしながら、良好な米国雇用統計の結果を受けて、経済制裁に
よる米国経済への影響は限定的との見方も台頭し、NYダウの下落は小幅に留まりました。
欧州市場は、先週の下落が大きかったこともあり、原油価格上昇の一服感や停戦交渉進展への
期待感から上昇しました。
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投資環境見通し（2022年3月）

1.41%

S&P500種株価指数 4,204.31 ▲2.88% ▲4.85% ▲5.92%

NYダウ 32,944.19 ▲1.99% ▲5.16% ▲5.52%

3,500

4,000

4,500

5,000

28,000

32,000

36,000

40,000

21/2 21/4 21/6 21/8 21/10 21/12 22/2

NYダウ -左軸

S&P500種株価指数 -右軸-

60
70
80
90

100
110
120
130
140

21/2 21/4 21/6 21/8 21/10 21/12 22/2

S&P500種株価指数 FTSE100 DAX 香港ハンセン指数

MYAM Market Information

（年/月）

（年/月）

（指数値）

（ポイント）（ドル）


	外国株式見通し

